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ピリドスチグミン（CAS no. 155-97-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ピリドスチグミンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、ヒトへの投与試験の報告において、

成長ホルモン放出ホルモンに対する作用を介した成長ホルモン放出作用、成長ホルモン軸に対する

作用をしめすことが示唆されたが、EXTEND2016 の枠組みにおいては試験対象とはしない作用（無

脊椎動物の成長への作用を除く）のため、内分泌かく乱作用に関する試験対象物質としない。 

 

(１)ヒトへの投与試験 

⚫ Corsello ら(1992)によって、イタリアにて、ピリドスチグミン 60mg を 8:00 (一晩絶食後、成長

ホルモン放出ホルモン経静脈投与 60 分前)に単回経口投与した健常男性８名(年齢 19～28 歳)

への影響(盲検試験)が検討されている。その結果として、プラセボ投与群との比較において、

血漿中成長ホルモン濃度(成長ホルモン放出ホルモン投与 60、90、120 分後及び 120 分間曲線

下面積)の高値が認められた。 

また、ピリドスチグミン 60mg を 8:00 (一晩絶食後、成長ホルモン放出ホルモン経静脈投与

60 分前)に単回経口投与した健常男性８名(年齢 57～65 歳)への影響(盲検試験)が検討されてい

る。その結果として、プラセボ投与群との比較において、血漿中成長ホルモン濃度(成長ホル

モン放出ホルモン投与 15、30、60、90、120 分後及び 120 分間曲線下面積)の高値が認められ

た。 

また、ピリドスチグミン 60mg を 8:00 (一晩絶食後、成長ホルモン放出ホルモン経静脈投与

60 分前)に単回経口投与した健常女性８名(年齢 57～65 歳)への影響(盲検試験)が検討されてい

る。その結果として、プラセボ投与群との比較において、血漿中成長ホルモン濃度(成長ホル

モン放出ホルモン投与 30、60、90、120分後及び 120分間曲線下面積)の高値が認められた。 

また、ピリドスチグミン 60mg を 8:00 (一晩絶食後、成長ホルモン放出ホルモン経静脈投与

60 分前)に単回経口投与した健常女性８名(年齢 18～25 歳)への影響(盲検試験)が検討されてい

るが、プラセボ投与群との比較において、血漿中成長ホルモン濃度には影響は認められなかっ

た。 

想定される作用メカニズム：成長ホルモン放出ホルモンに対する作用を介した成長ホルモン

放出作用 

⚫ Ghigoら(1990)によって、イタリアにて、ピリドスチグミン(Mestinon®、Hoffmann-La Roche) 60mg

を 8:00 に単回経口投与した健常男性８名(年齢 22～30 歳)への影響が検討されている。その結

果として、生理食塩水投与群との比較(無作為化試験)において、血漿中成長ホルモン濃度(極大

値及び 8:00～11:00 時間曲線下面積)の高値が認められた。 

また、ピリドスチグミン(Mestinon®、Hoffmann-La Roche) 60mg を 22:00 に単回経口投与した
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健常男性８名(年齢 22～30 歳)への影響が検討されているが、生理食塩水投与群との比較(無作

為化試験)において、血漿中成長ホルモン濃度(極大値及び 22:00～01:00 時間曲線下面積)には影

響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：成長ホルモン放出ホルモンに対する作用を介した成長ホルモン

放出作用 

⚫ Castro ら(1990)によって、ブラジル São Paulo 州にて、ピリドスチグミン 120mg を 8:00 過ぎ(一

晩絶食後、成長ホルモン放出ホルモン経静脈投与 60 分前)に単回経口投与した健常者８名(男

性２名、女性６名、年齢 18～32 歳、平均年齢 26 歳)への影響が検討されている。その結果と

して、プラセボ投与群との比較(二重盲検無作為化試験)において、血清中成長ホルモン濃度(極

大値)、血清中成長ホルモン濃度(成長ホルモン放出ホルモン投与後曲線下面積)高値が認められ

た。 

また、ピリドスチグミン 120mg を 8:00 過ぎ(一晩絶食後、成長ホルモン放出ホルモン経静脈

投与 60 分前)に単回経口投与した肥満者 12 名(男性３名、女性９名、年齢 17～39 歳、平均年

齢 27 歳)への影響が検討されている。その結果として、プラセボ投与群との比較(二重盲検無

作為化試験)において、血清中成長ホルモン濃度(成長ホルモン放出ホルモン投与後 75～135分)

の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：成長ホルモン放出ホルモンに対する作用を介した成長ホルモン

放出作用 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、一部の試験については結果の記述のみで測定データ

の提示がない点に注意を要すると判断された。 
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（令和４年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料２－３より抜粋） 


